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くしろ冬まつりにて「酪農クイズ」でＰＲ!!
釧路地区農協青年部協議会
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カメラ

アングル営農計画樹立協議・生産基盤の強化を!!

一
月
十
五
日
か
ら
一
月
末
に
か
け
、

各
地
区
で
平
成
二
十
五
年
度
へ
向
け
た

営
農
計
画
樹
立
協
議
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。平

成
二
十
四
年
度
は
、
乳
価
の
値
上

が
り
・
個
体
販
売
価
格
は
前
年
並
み
に

推
移
し
ま
し
た
が
、
乳
量
の
減
少
や
飼

料
費
・
燃
料
費
な
ど
の
値
上
が
り
に
よ

り
、
農
家
経
済
は
前
年
よ
り
厳
し
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度
の
日
本
経
済
は
、

円
高
の
修
正
と
デ
フ
レ
状
態
が
当
面
続

く
と
見
込
ま
れ
る
な
か
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
・

配
合
飼
料
価
格
の
高
騰
・
労
働
力
不
足
・

酪
農
家
戸
数
の
減
少
な
ど
地
域
農
業
に

は
厳
し
い
環
境
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

今
後
、
コ
ン
ト
ラ
や
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
支
援
シ
ス
テ
ム
・
法
人
化
等

に
よ
る
規
模
拡
大
が
進
む
な
か
、
生
産

基
盤
の
強
化
と
所
得
の
確
保
及
び
農
畜

産
物
の
安
定
生
産
に
向
け
、
基
本
で
あ

る
土
・
草
・
牛
・
人
づ
く
り
の
再
構
築

が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
年
度
に
お
か
れ
ま
し
て
、
組
合
員

の
皆
様
方
が
、
中
長
期
的
展
望
に
た
っ

た
経
営
戦
略
の
策
定
と
、
目
標
を
遂
行

す
る
た
め
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
ご

期
待
致
し
ま
す
。

音　別　地　区 幌　呂　地　区

鶴　居　地　区
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「くしろ冬まつり」で酪農と根釧牛乳をＰＲ!!

管内ＪＡ女性部員対象「家庭介護教室」を実施

二
月
二
、
三
日
の
両
日
、
釧
路

市
観
光
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

「
く
し
ろ
冬
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
氷
雪
像

や
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
、
も
ち
ま
き

大
会
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

釧
路
地
区
青
年
部
協
議
会
（
斉

藤
和
弘
会
長
）
は
、
根
釧
牛
乳
の

無
料
試
飲
を
行
な
い
、
ジ
ン
ジ
ャ

ー
（
生
姜
シ
ロ
ッ
プ
入
り
）
ホ
ッ

ト
ミ
ル
ク
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、

ご
来
場
の
皆
様
方
に
大
変
好
評
で

し
た
。
ま
た
酪
農
の
Ｐ
Ｒ
と
Ｔ
Ｐ

Ｐ
反
対
資
材
の
配
布
、「
酪
農
・
農

業
に
関
す
る
ク
イ
ズ
」
な
ど
も
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

当
青
年
部
の
菱
沼
和
也
部
長
は
、

「
消
費
者
の
皆
様
方
と
交
流
し
、

酪
農
・
農
業
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
頂
き
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
消

費
を
も
っ
と
伸
ば
し
て
い
き
た

い
。
」
と
意
気
込
み
を
述
べ
ま 

し
た
。

酪農をＰＲし、ＴＰＰ反対の資材を配布!!（左：菱沼和也さん 当ＪＡ青年部長）

実技による「家庭介護技術」を習得

二
月
一
日
、
当
Ｊ
Ａ
本
所

で
管
内
女
性
部
員
対
象
の

「
家
庭
介
護
教
室
」
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
帯
広

厚
生
病
院
と
Ｊ
Ａ
北
海
道
中

央
会
根
釧
支
所
の
主
催
で
、

組
合
員
の
健
康
と
生
活
の
向

上
・
家
庭
介
護
の
支
援
を
目

的
に
、
全
道
各
地
区
で
実
施

さ
れ
お
り
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
員
九
名
と

管
内
部
員
の
合
計
十
一
名
が

参
加
し
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生

連
の
看
護
士
に
よ
り
、
介
護

保
険
制
度
の
講
義
と
介
護
技

術
の
実
技
講
習
（
体
位
交
換
、

移
動
介
助
等
）
が
行
な
わ
れ
、

安
心
で
安
全
な
介
護
を
実
践

で
き
る
正
し
い
知
識
と
技
術

を
学
び
ま
し
た
。
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釧路地区女性部研修会開催 !!

一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
三
日

の
二
日
間
、
釧
路
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
で
平
成
二
十
四
年
度
釧
路
地
区

Ｊ
Ａ
女
性
部
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
は
、

計
十
七
名
の
部
員
が
参
加
し
、
管

内
女
性
部
員
合
計
六
十
五
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
釧
路
管
内
の

Ｊ
Ａ
女
性
部
員
が
集
い
交
流
を
深

め
な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
運
動
へ
の
理
解

と
、
各
種
文
化
活
動
の
展
開
、
そ

し
て
女
性
部
組
織
を
一
層
活
性
化

さ
せ
る
事
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
研
修
会
で
は
、
一
日
目

に「
家
の
光
記
事
活
用
体
験
発
表
」

「
組
織
活
動
体
験
発
表
」「
Ｊ
Ａ

北
海
道
女
性
協
議
会
海
外
視
察
研

修
報
告
」
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生

連
真
中
道
子
講
師
に
よ
る
「
ワ

ン
ラ
ン
ク
Ｕ
Ｐ
ス
キ
ン
ケ
ア
」
と

題
し
、
厚
生
連
の
商
品
を
使
っ
た

実
演
講
習
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
、
北
海
道
農
業
団
体
健

康
保
険
組
合
運
動
ト
レ
ー
ナ
ー

高
井
朋
美
講
師
に
よ
る
研
修
「
冬

場
の
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
し
ょ

う
！
」
と
題
し
、
実
際
に
ス
ト
レ

ッ
チ
で
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

ま
た
、日
本
イ
ケ
ダ
ン
協
会
那

須
顕
一
講
師
に
よ
り
「
夫
婦
・
家

庭
円
満
が
仕
事
円
滑
の
ヒ
ケ
ツ
」

と
題
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
ア
ッ
プ
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
の
講
演
が
行
な
わ
れ
、
二
日
間

の
研
修
会
は
有
意
義
な
う
ち
に
終

了
致
し
ま
し
た
。

研修「冬場の運動不足を解消しましょう！」で実際にトレーニング

「ワンランクＵＰスキンケア」講習会の様子
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理　事　会　報　告
12月定例理事会　平成24年12月17日（月）

報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．定期監査（第３四半期末）報告について
４．内部審査の結果について
５．１１月末財務状況について
６．事業の実施処理状況について
付議事項�
議案第１号　�融資の承認について

議案第２号　理事と組合との契約承認について
議案第３号　営農計画樹立基本方針の設定について
議案第４号　組合員規程の一部変更について
議案第５号　草地整備改良事業費の支出について
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
１．当面の業務日程について

1月定例理事会　平成25年１月28日（月）

報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．ＪＡ全国監査機構期中監査の結果について
４．１２月末財務状況について
５．平成２４年度決算見込みについて
６．事業の実施処理状況について
付議事項�
議案第１号　�監事監査の結果に対する回答について
議案第２号　営農振興資金の貸付について
議案第３号　融資の承認について

議案第４号　�ホクレントラック幌呂事業所の閉鎖及び
同鶴居事業所トラックの増車について

議案第５号　�北海道農業信用基金協会に対する出資増
口について

議案第６号　固定資産の取得について
議案第７号　諸規程の一部変更について
議案第８号　次期役員の改選事務日程について
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
１．組合員の農業に係る現況照会について
２．当面の業務日程について

家畜販売市況情報 
乳　牛  25年2月１日現在

□予想相場 （単位：千円）
種　別　

　規　格
登　　録　　牛

上 中
育成（８〜 12 ヶ月） ３５０　　　〜　　　２８０

初　　　　妊 ５８０〜５５０ ５５０〜５２０
経　

産

２ 産 〜 ３ 産 ３５０　　　〜　　　３００

４ 産 〜 ５ 産 ３００　　　〜　　　２５０

初生とく  25年2月12日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg〜７０kg 都度協議

４５kg〜６０kg ８５０円/kg

４０kg〜４４kg ７５０円/kg

（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 25 年 1 月 15 日音更市場 （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 702頭 644,700 32,550 378,206 291 1,301
去勢 918頭 726,600 152,250 480,817 306 1,572

（提供／ホクレン帯広支所）

ＪＡ人事管理制度研修会
十
二
月
十
三
日
と
十
四
日
、

当
Ｊ
Ａ
本
所
で
、
課
長
職
以
上

の
管
理
職
員
を
対
象
と
し
た
人

事
管
理
制
度
研
修
会
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
改
革
推

進
部
総
合
コ
ン
サ
ル
課
高
橋

雅
史
主
幹
、
同
会
根
釧
支
所 

山
崎
孝
浩
主
査
を
講
師
に
招
き
、

能
力
主
義
人
事
管
理
制
度
に
つ

い
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
演
習
な

ど
に
よ
り
人
事
考
課
者
訓
練
を

行
な
い
、
よ
り
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
は
じ
め
に

近
年
収
穫
作
業
機
の
大
型
化
に
よ
り

作
業
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
た
め
に
高
水

分
サ
イ
レ
ー
ジ
が
増
え
て
い
ま
す
。
水

分
の
高
い
サ
イ
レ
ー
ジ
に
は
ど
ん
な
特

徴
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

一
．高
水
分
サ
イ
レ
ー
ジ
の
特
徴

高
水
分
で
サ
イ
レ
ー
ジ
が
調
製
さ
れ

る
と
、
酪
酸
菌
の
活
性
が
高
ま
り
酪
酸

が
生
成
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た

酪
酸
菌
が
増
え
る
と
原
料
草
中
の
ア
ミ

ノ
酸
を
分
解
す
る
の
で
、
ア
ン
モ
ニ
ア

態
窒
素
／
全
窒
素
％
の
値
が
高
く
な
り

ま
す
。

農
業
青
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
で
わ
か
っ
た
こ
と

サ
イ
レ
ー
ジ
の
発
酵
品
質
を
確
認
す

る
た
め
に
タ
ッ
パ
ー
に
原
料
草
を
つ
め

タ
ッ
パ
ー
サ
イ
レ
ー
ジ
を
作
成
し
、
粗

飼
料
分
析
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

（
写
真
１
）

サ
イ
レ
ー
ジ
の
発
酵
品
質
の
判
断
に

は
評
価
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
Ｖ
ス
コ
ア

を
使
用
し
ま
し
た
。

八
十
点
以
上
が
発
酵
品
質
の
良
い
サ

イ
レ
ー
ジ
の
基
準
と
な
り
ま
す
。

水
分
と
Ｖ
ス
コ
ア
の
関
係
を
み
る
と
、

水
分
が
七
十
六
％
以
上
で
は
、
Ｖ
ス
コ

ア
が
ば
ら
つ
き
、
八
十
点
以
下
の
も
の

が
多
く
な
り
ま
す
。 

（
図
１
）

こ
の
よ
う
に
原
料
草
の
水
分
が
高
く

な
る
と
発
酵
品
質
が
低
下
す
る
傾
向
が

あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

二
．高
水
分
サ
イ
レ
ー
ジ
へ
の
対
応

や
む
を
得
ず
高
水
分
な
原
料
草
で
サ

イ
レ
ー
ジ
調
製
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

と
き
の
対
策
と
し
て
、
ギ
酸
や
乳
酸
菌

を
使
用
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

農
場
で
の
改
善
事
例

Ａ
農
場
で
は
高
水
分
の
、
ス
ラ
リ
ー

散
布
の
原
料
草
で
サ
イ
レ
ー
ジ
調
製
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
前
年
ま
で
は
乳

酸
菌
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
水
分

八
十
％
以
上
の
原
料
草
の
た
め
、
発
酵

品
質
が
安
定
し
な
い
状
況
で
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ー
タ
で
は
、
ギ

酸
を
添
加
し
た
サ
イ
レ
ー
ジ
に
お
い
て

Ｖ
ス
コ
ア
が
低
い
サ
ン
プ
ル
は
み
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
受
け
今
年
か

ら
は
ギ
酸
と
の
併
用
が
可
能
に
な
る
よ

う
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
に
ギ
酸
タ
ン
ク
を

取
り
付
け
る
台
を
設
置
し
ま
し
た
。

（
写
真
２
）

そ
の
結
果
、
今
年
の
サ
イ
レ
ー
ジ
は

ギ
酸
を
使
用
し
、
ア
ン
モ
ニ
ア
臭
も
な

く
、
良
質
な
サ
イ
レ
ー
ジ
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
牛
の
採
食
量
も
多
く
な
っ
た
と

の
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
ギ
酸
の
例
を
挙
げ
ま
し
た
が
、

高
水
分
サ
イ
レ
ー
ジ
の
対
応
と
し
て
、

ス
ラ
リ
ー
散
布
方
法
や
植
生
の
改
善
等

も
有
効
で
す
の
で
、
普
及
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
水
分
サ
イ
レ
ー
ジ
の

発
酵
品
質
の
改
善写真１　タッパーサイレージ作成風景

図１　水分とＶスコアの関係

写真２　ギ酸タンクの設置

Ｖ
ス
コ
ア
と
は
？

ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
／
全
窒
素
％
、

酪
酸
、
酢
酸
の
値
で
発
酵
品
質
を

評
価
す
る
方
法
。
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

蹄
病
は
酪
農
生
産
現
場
で
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

蹄
が
痛
む
と
牛
の
歩
行
や
寝
起
き
の

行
動
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
で
は
エ
サ
を
食

べ
に
行
け
な
く
な
り
、
乳
量
の
減
少
な

ど
の
要
因
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
蹄
病
を
予
防
す
る
こ
と

は
生
産
を
高
め
る
た
め
に
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

☆
蹄
病
の
要
因
☆

蹄
病
は
蹄
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
こ

と
で
発
症
し
ま
す
。

○
蹄
へ
の
負
担
が
増
え
る

・ 

蹄
が
伸
び
す
ぎ
て
、
自
然
な
立
ち
姿

に
な
ら
な
い
（
写
真
一
）。

・ 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
立
ち
っ
ぱ
な

し
。

○
蹄
の
形
成
が
不
十
分

・ 

十
分
に
エ
サ
を
食
え
な
い
。

・ 

エ
サ
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
。

○
蹄
の
環
境

・ 

蹄
の
周
辺
が
常
に
ふ
ん
尿
で
汚
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
ス
ト
レ
ス
を
取
り
除
く
よ

う
に
管
理
す
る
こ
と
が
蹄
病
予
防
の
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

☆
蹄
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
☆

◎
蹄
の
負
荷
を
軽
減
す
る

・ 

定
期
的
に
削
蹄
す
る
。

・ 

ベ
ッ
ド
で
寝
ら
れ
る
よ
う
に
、
敷
料

を
た
っ
ぷ
り
入
れ
る

・ 

寝
起
き
を
妨
げ
る
よ
う
な
も
の
が
な

い
か
確
認
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
専
門

家
と
相
談
し
改
善
す
る
。

・
パ
ド
ッ
ク
や
放
牧
地
に
放
す
。

・ 

通
路
に
凸
凹
が
あ
れ
ば
改
善
し
、
通

路
マ
ッ
ト
の
導
入
を
検
討
す
る
。

◎
エ
サ
の
管
理

・ 

エ
サ
を
十
分
に
給
与
す
る
。
特
に
粗

飼
料
が
不
足
し
な
い
よ
う
に
留
意
す

る
。

・ 

粗
飼
料
の
切
り
替
え
時
は
、
一
週
間

程
度
の
な
ら
し
期
間
を
設
け
る
。

◎
蹄
の
環
境
を
よ
く
す
る

・ 

通
路
の
除
糞
回
数
を
増
や
し
た
り
、

お
が
く
ず
等
を
ま
く
。

・ 

パ
ド
ッ
ク
等
が
泥
濘
化
し
て
い
る
場

合
は
取
り
除
き
、
火
山
灰
な
ど
と
入

れ
替
え
る
。

・ 

殺
菌
効
果
の
あ
る
薬
剤
を
使
用
し
た

蹄
浴
を
実
施
す
る
（
写
真
二
）。

○
事
例

農
場
Ａ
は
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
で
の
飼

養
で
す
が
、
蹄
趾
皮
膚
炎
（
Ｐ
Ｄ
Ｄ
）

が
多
く
み
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
図
一
）。

そ
こ
で
、
数
年
前
か
ら
、
年
三
回
の

削
蹄
、
硫
酸
銅
（
10
％
）
に
よ
る
こ
ま

め
な
蹄
浴
、
パ
ド
ッ
ク
の
定
期
的
な
整

備
、
飼
料
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
を
行
い
、

直
近
で
は
図
二
の
様
に
Ｐ
Ｄ
Ｄ
の
発
生

が
減
少
し
ま
し
た
。
農
場
主
か
ら
は
、

「
蹄
病
予
防
に
取
り
組
ん
で
、
重
傷
の

牛
が
減
っ
た
。
個
体
乳
量
の
増
加
な
ど

生
産
性
へ
の
効
果
も
高
い
。」
と
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

蹄
病
予
防
は
、
事
例
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
基
本
的
な
取
り
組
み
の
積
み

重
ね
に
よ
り
効
果
が
現
れ
る
の
も
で
す
。

是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

PDD
32％

健康
58％

蹄底潰瘍
8％
その他
2％

PDD
10％

健康
75％

蹄底潰瘍
14％

その他
1％

蹄
病
予
防
のポ

イ
ン
ト

図１　Ａ農場取り組み前図２　Ａ農場取り組み後

写真１　伸びすぎた蹄

写真２　 パーラー戻り通路の作り
つけの蹄浴槽
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■平成24年度 　生乳生産実績（12月）
月計乳量（kg） 12月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 ₈，₃₃₄，₁₃₄．₄ ₉₉．₃ ₇₅，₂₅₅，₈₃₁．₂ ₁₀₀．₉

（鶴居地区） ₂，₈₀₇，₃₃₇．₆ ₉₉．₉ ₂₅，₆₆₄，₁₃₃．₃ ₁₀₃．₈

（幌呂地区） ₂，₂₀₈，₀₄₆．₇ ₉₈．₁ ₁₉，₅₂₉，₈₁₉．₀ ₉₇．₈

（白糠地区） ₁，₈₅₇，₁₆₂．₇ ₉₈．₀ ₁₇，₀₄₇，₇₆₇．₂ ₉₇．₈

（音別地区） ₁，₄₆₁，₅₈₇．₄ ₁₀₂．₀ ₁₃，₀₁₄，₁₁₁．₇ ₁₀₄．₄

管 内 計 ₄₄，₈₇₅，₀₆₆．₇ ₁₀₁．₀ ₄₀₄，₇₈₃，₃₆₀．₉ ₁₀₁．₃

（前年度管内計） ₄₄，₄₂₄，₀₀₈．₃ ₃₉₉，₇₂₈，₃₄₇．₅

■平成24年度 　生乳生産実績（1月）
月計乳量（kg） 1月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 ₈，₅₀₁，₂₇₁．₅ ₉₈．₄ ₈₃，₇₅₇，₁₀₂．₇ ₁₀₀．₆

（鶴居地区） ₂，₈₃₆，₇₆₃．₄ ₉₈．₀ ₂₈，₅₀₀，₈₉₆．₇ ₁₀₃．₂

（幌呂地区） ₂，₂₆₀，₂₀₁．₁ ₉₇．₆ ₂₁，₇₉₀，₀₂₀．₁ ₉₇．₈

（白糠地区） ₁，₉₀₈，₅₆₂．₃ ₉₇．₆ ₁₈，₉₅₆，₃₂₉．₅ ₉₇．₈

（音別地区） ₁，₄₉₅，₇₄₄．₇ ₁₀₁．₂ ₁₄，₅₀₉，₈₅₆．₄ ₁₀₄．₁

管 内 計 ₄₅，₈₀₂，₇₂₁．₆ ₁₀₀．₆ ₄₅₀，₅₈₆，₀₈₂．₅ ₁₀₁．₂

（前年度管内計） ₄₅，₅₄₄，₉₀₇．₂ ₄₄₅，₂₇₃，₂₅₄．₇

大変お世話になりました。
この度、平成25年１月31日をもちまして、釧路丹頂農業協同組合を定年

退職致しました。昭和55年９月に旧鶴居村農協に入組以来32年間務めさせ
て頂きました。組合員の皆様方をはじめ、地域の皆様、役職員、関係機関
の皆様方には長い間お世話になり、誠にありがとうございました。無事に
この日を迎えることが出来ましたのも、皆様方のおかげと深く感謝いたし
ております。

今後とも皆様方には何かとお世話になることがあると思いますが、今ま
で同様ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

最後に今後更なる釧路丹頂農協の発展と組合員並びに役職員の皆様のご
健勝とご多幸をお祈り申し上げ、お礼の挨拶とさせて頂きます。長い間お
世話になり大変ありがとうございました。
（本職員は引き続き白糠支所に準職員として勤務しています。）

伊 藤 敏 弘
白糠支所購買課
資材店舗考査役

□ １月15日から各地区で、平成25年度営農計画樹立協議が行なわれました。混沌と
した酪農情勢ではありますが、組合員皆様方の積極的な取り組みにより、当ＪＡ
酪農畜産の発展に結びついていくことをご期待致しております。

□ くしろ冬まつりが行なわれ、釧路地区農協青年部協議会が、牛乳のＰＲ活動を行
ない、取材させて頂きました。来場者の方々に無料で配られたホットミルクやジ
ンジャーホットミルクは好評で、私もジンジャーホットミルクを一杯頂きました
が、大変おいしく飲ませて頂きました。


